第2学年音楽科学習指導案
キーボードに親しもう

　　　　　　　　　　　　　　　　
１　題材の目標
・　鍵盤楽器の基本的な奏法を身につけ、アンサンブルやアレンジをすることができる。
・　いろいろな音形や音色やテンポから音楽の持つ様々な曲想を感じ取り、自分たちの目指す音楽を工夫することができる。
２　教　　材　　　S.リンザー・D.ランデル　編作曲　「ラバースコンチェルト」
３　題材設定の意図
○　本学級の生徒は全体的には男女の仲がよく明るい雰囲気を持っている。音楽に対してずいぶん

意欲的に活動できるようになってきた。器楽については小学校のときから合奏に取り組んできているが、技術的に個人差が大きく、全員に同じ難易度のものを与えたのではひとりひとりが達成感を味わいにくい現状である。
○　キーボードを用いる理由は、いろいろな形態の鍵盤楽器が世の中に普及していること。メロデ

ィ、ハーモニー、ベースの３人グループを編成することで、技術的に苦手な生徒も指１本で音楽に関わることができ将来的にいろいろな楽器と関わるきっかけになるのではないかと考えられること、また、ひとつの楽器で基本的な和声音楽の響きが得られるからである。もうひとつは、音形を変化させるだけでなく音色を変化させたりリズムをつけたりすることで、いろいろな音楽のイメージを膨らませ自分なりの音楽を創り上げる楽しみが得られやすいからである。このようにして３年間のうちに簡単なアンサンブルができるだけでなく、伴奏形や最終的にはメロディもアレンジして楽しめるように発展させたいと考えている。
「ラバースコンチェルト」は、小学校のときにもリコーダーアンサンブルとして扱われており、抵抗なく取り組めるのではないか、また、いろいろな曲想に変化させやすいと判断し、この教材を選択した。
○　指導にあたっては、まず、生徒の力も借りながら全員が基本形を弾けるようにし、アンサンブ

ルする楽しさを味わわせたい。難易度の異なる３つのパートに分けることで技術的な個人差を埋めることができるので、それぞれの生徒が目的意識を持って取り組めるのではないかと考えている。さらに、ベース音とハーモニーの音型や、音色やテンポを変化させることを教師がいくつかのパターンで紹介し、アレンジに取り組ませたい。そのことにより、自分たちのイメージする音楽を創る楽しさを味わわせ、音楽の広がりを体験させることができればと考えている。

今回の取り組みを土台にして３年次の題材につなげ、さらに、将来器楽を楽しむきっかけになることをめざしたい。
４　題材の評価規準
①　いろいろな音色や音形などから曲想を感じ取り、自分の目指す音楽に対して表現を工夫している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観点２）
②　自分たちの課題に対して集中して取り組み、アンサンブルやアレンジができる。　（観点３）
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○既習曲の斉唱、合唱
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７　生徒の活動の様子　

○　生徒は、リラックスして意欲的に授業に臨むことができた。キーボードで基本型を練習するときも、普段とは異なる環境に動揺することもなくしっかりと自分達のアンサンブルができるか確認していた。ここまでの授業で、基本型の習得にかなり集中して取り組ませていたので、器楽が苦手な男子生徒もずいぶん楽しんで弾ける程度になっていた。

　　　

そして、キーボードを使って伴奏形のリズムや音色を変化させたアレンジの紹介をすると、生徒の表情が生き生きとしたものに変わった。決して今まで嫌々取り組んできたわけではないが、与えられたものをただ弾くことと自分のイメージを膨らませて自分なりの音楽を創ることでは、モチベーションが違ってくるようであった。全てのグループが、感じたことをすぐに音楽として表現できるわけではないが、どのグループもいろいろと試行錯誤を重ねながら自分達の音楽を探していた。いくつかのグループのイメージを紹介し演奏させた。練習を重ねて、イメージを膨らませて得られた自分の音楽を表現できることは楽しいものである。生徒の表情にも自然と笑顔がこぼれた。

８　今回の成果と今後の課題

○　今回の研究授業を経験したことで、大切なことを再認識することができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ひとつめは、教材の精選である。この教材は8分音符が多く用いられた曲である。よって、生

　　徒にとっては技術的に難しいかとも考えられたが、簡単な音階でできているため意外に早く指が動くようになった。耳に慣れ親しんだ一見簡単そうな曲でも、音符に跳躍があるために生徒にとっては音取りが予想以上に困難な曲もあった。技術の向上ではなく、あくまでもアレンジをさせることが主眼であったから、そのときの教材は失敗であった。また、今回の教材はいろいろな曲想に変化させやすい曲でもあったのでイメージも広がりやすかった。目的にあった教材を選ぶことの大切さを再認識することができた。

　

もうひとつは指導計画・授業展開の熟考である。今回の授業では「輝く瞬間」を授業の中でどのように設定するかを考えてきた。基本型をしっかりと練習させた後、アレンジに発展させるときに、教師がいろいろなアレンジのパターンをキーボードでいくつか紹介するという方法で設定した。教師が予想していた以上に、生徒は音楽の発展していく面白さを感じ取り、それまでよりもずいぶん生き生きとした表情で活動し始めた。そして、それぞれの技術に応じたアレンジに積極的に取り組んだ。また、生徒の発想というものは大変創造性に富んでおり、テンポを変化させるなどこちらがイメージしていなかったことを思いついたグループもあり、改めて子供の能力の可能性を感じることができた。これも、全ては指導計画やポイントとなる授業の展開方法をいろいろと考えた結果得られたものであった。

　○　今後の課題として考えられることは、3年間を見据えた上でのキーボード講座のあり方をいろいろと再考する必要があるが、それ以上に大切な課題は、今回再認識したことをキーボードの授業に限定するのではなく、他の分野の授業にも生かすことである。歌唱に関してもその教材が本当に目的にあっているのか検討してみることが必要である。また、アレンジに限らず、自分達の音楽を創りあげる姿勢は大切であり、キーボードという電子音ではなく、自分達の声でも同じようにしっかりとイメージを膨らませて音楽を追求させたいし、それが実現できるような授業展開や指導方法を工夫しなければならない。年間45、あるいは35時間という授業時数で音楽科としての成果をあげることが求められている以上、このようなことを常に意識しながら日々の実践に取り組んでいくことが大変重要であると思った。







